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十
月
二
十
三
日
（
金
）、
本
校
の
松
鵬

祭
の
一
つ
で
あ
る
「
文
化
祭
」
に
お
い
て
、

二
年
生
十
一
班
が
四
つ
の
会
場
で
、
プ
レ

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
は
十
二
月
十
五
日
（
火
）
の
ま
つ

ナ
ビ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
課
題
研
究
発
表
会

の
事
前
発
表
会
で
あ
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
結
果
報
告
や
、
こ
れ
か
ら
の
活
動

方
針
等
を
発
表
し
ま
し
た
。 

各
会
場
に
は
、
一
年
生
か
ら
三
年
生
ま

で
の
生
徒
が
集
ま
り
、
質
問
が
た
く
さ
ん

出
る
、
活
気
あ
る
会
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
者
全
員
か
ら
各
班
に
感
想
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
渡
さ
れ
、
そ
れ
を
参
考
に
し
て
、
前

述
の
課
題
研
究
発
表
会
に
向
け
て
準
備

を
行
い
ま
す
。 

今
年
は
松
浦
市
文
化
会
館
ゆ
め
ホ
ー

ル
で
、
一
班
あ
た
り
十
分
の
発
表
（
発
表

七
分
、
質
疑
応
答
三
分
）
を
行
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
拡
大
を
防

ぐ
た
め
に
、
参
観
者
を
制
限
い
た
し
ま

す
。 

日
頃
探
究
活
動
で
苦
労
し
て
い
る
こ
と
等

の
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

最
初
に
全
員
が
自
己
紹
介
を
行
い
、
そ

の
後
、
本
校
二
年
一
組
の
田
代
萌
李
さ
ん

が
、
本
校
の
活
動
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、

大
島
北
高
校
か
ら
の
質
問
を
受
け
ま
し

た
。
第
二
回
協
議
会
は
、
十
二
月
九
日
（
水
）

に
実
施
し
ま
す
。 

十
一
月
十
八
日
（
水
）
午
後
か
ら
、
本

校
二
年
生
の
理
系
選
択
者
６
名
と
鹿
児
島

県
立
大
島
北
高
校
と
第
一
回
オ
ン
ラ
イ
ン

協
議
会
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
双
方
は

じ
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
協
議
会
で
あ
り
、 

オ
ン
ラ
イ
ン
協
議
会 

  

プ
レ
発
表
会 

ま
つ
ナ
ビ
・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り 

ＭＮＰ活動 後半戦へ突入 

▲プレ課題研究発表会 

プ
レ
ま
つ
ナ
ビ
・バ
ス
ツ
ア
ー 

ぞ
れ
の
希
望
ル
ー
ト
に
分
か
れ
て
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
各
ル
ー
ト
に
は
、
専
門
の
案

内
人
を
お
願
い
し
、
そ
の
お
話
を
聞
い
た

り
、地
元
の
方
や
観
光
客
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

し
た
り
す
る
な
ど
、
生
徒
た
ち
は
熱
心
に
活

動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
こ
の
活
動
を
ま
と
め
、
十
二

月
八
日（
火
）に
校
内
報
告
会
を
行
い
ま
す
。

こ
の
後
、
一
年
生
は
本
格
的
に
二
年
生
の

「
ま
つ
ナ
ビ
」に
向
け
て
課
題
探
究
を
進
め

る
た
め
の
「
テ
ー
マ
設
定
」
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。 

十
一
月
十
七
日
（
火
）
に
一
年
生
は
「
バ

ス
ツ
ア
ー
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
今

年
か
ら
は
じ
め
た
プ
レ
ま
つ
ナ
ビ
の
活

動
の
一
つ
で
、 

三
学
期
に
行
う
テ
ー
マ

設
定
の
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
の
も
の

で
す
。
今
回
は
、
バ
ス
ル
ー
ト
を
「
島
の

ル
ー
ト
」「
水
の
ル
ー
ト
」「
街
の
ル
ー
ト
」

「
陸
の
ル
ー
ト
」
の
四
つ
に
分
け
て
、
そ

れ 

▲第１回オンライン協議会 

▲プレまつナビ・バスツアー 

１２月の主な活動予定 

12 月 8 日（火） 

バスツアー報告会（１年生）  

12 月 9 日（水） 

鹿児島県立大島北高校との 

第２回オンライン協議実施（２年生）  

12 月 15 日（火） 

まつナビ・プロジェクト 

課題研究発表会（１、２年生）  


